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•

深

'

海
：博

'

明

：;

..国
際
経
済
学
あ
る
い
は
国
際
貿
易
理
論
の
最
も
基
本
的
な
理
論
と
し
て
、

U
V 

ヵ
ー
ド
以
後
発
展
：せ
し
め
ら
れ
て
き
た
比
較
生
産
費
原
理(
比
較
優
乾
の
理
論) 

H
再
配
分
ァ
プ
口
ー
チ
.が
あ
り
，
さ
ら
に
そ
の
展
開
と
し
て
の
へ
' ク
.、ゾ
ャ
.
r
. 

• 

オ
リ
ー
'/
定

理

(

生
産
要
素
比
率
の
理
論)

が
存
在
し
、

ゆ
'る

ぎ

な

、，
体
系
を 

誇
っ
て
き
た
。
し
か
し

最
近
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
理
論
に
対
し
.て
双
々
の
_
判 

が
加
え
ら
れ
、
国
際
質
易
理
論
は
一
つ
の
転
換
^

に
立
っ
'て
い
.、る
と
い
え
よ 

ぅ
。
主
要
な
問
題
は
、
静
学
的
な
理
論
の
動
学
化
に
よ
づ
て
'経
済
成
艮
と
貿
易 

の
相
互
関
連
に
つ
い
て
の
統
一
的
な
究
明
を
行
な
ぅ
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に 

は
、
現
実
的
な
世
界
貿
易
パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
要
請
さ
れ
て
、
こ
れ
を
解
明
す 

る
原
理
を
打
ち
た
て
^
こ
と
に
あ
る
。

.

.

.
本
書
も
ま
た
、；
従
来
の
理
論
体
系
を
批
判
的
に
検
討
し
、
さ
ら
：亿
積
極
的
な

新
し
い
理
論
展
開
を
目
指
- ^
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
非
常
.に
多
く
の
点
に
論 

及
し
：て
い
る
が
" 

'
と
ぐ
に
、
第1

の
、
従
来
の
理
論
が
再
配
分
.ァ

プ

，
ロ
：

 

I
チ
を 

中
心
と
し
て
、
'
' 一
.つ
の
.モ
デ
.ル
を
統
.
'一
的
に
.各
国
に
.適
用
しV

貿
易
の
.1

般
的 

有

利

性(

質
易
利
益)

を
説
い
て
き
た
の
に
反
対
し
、て
、
そ
の
国
が
苒
配
.分
能 

力
を
も
つ
か
杏
か
に
よ
っ
て
成
長
諸
国(

g
r
o
w
t
h

 countries)

と
泜
開
発
諸
国 

と
に
'ニ
分
し
て
モ
デ
ル
.を
構
成
す
る
必
要
の
.指
摘
、
お
よ
び
：、
第
一
一
の
、
い
か 

な
る
要
因
が
国
際
的
•
地
域
的
特
化
の
パ
タ
丨
ゾ
を
決
定
す
る
か
に
関
し
て
、
 

従
来
の
へ
ク
シ
ャ
ー
，
オ
リ
ー
ン
定
理
は
，一
次
生
産
物
の
場
合
に
の
み
妥
当 

し
，.
製
造
品
の
場
合
に
は
、
全
く
別
の
：説
明
原
理
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と 

の
主
張
、
の
.ニ
点
：ヒ
、
.本
書
の
主
た
る
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
を
と 

り
あ
け
て
問
題
と
し
て
い
き
た
.1
'
。

そ
め
構
成
は
、
.
第

一

章

.国
際
貿
易
理
論
I

批
判
的
回
顧
と
建
設
的
仮
. 

説
I

、，
第
一H

早
：
厚
生
•
総
生
産
•
生
産
要
素
供
給
に
対
す
る
貿
易
の
影 

，
響

、

第

三

也

平

■生
産
の
.構
成
に
対
す
る
貿
易
の
影
響
、
第
四
章.

要
素
供
給
お 

よ
び
所
得
分
配
に
対
す
る
貿
易
の
影
響
、
第
五
章
'
貿
易
お
よ
び
生
産
に
関
す 

.る
我
々
の
理
論
の
そ
の
他
め
ィ
ン
プ
リ
ヶ
.
I 

•
シ
ョ
ン
、
よ
り
な
り

、
-第
三
章
に 

付
論
と
し
て
、
我
々
.
の
仮
説
の
経
験
的
検
証
の
試
み
が
.つ
け
加
え
ら
れ
て
い 

る
。

一■章
.で
従
来
の
理
論
を
批
判
的
に
検
討
し
、
新
し
い
理
論
の
展
開
方
向
を 

示
唆
し
、
ニ
章
で
、
'
#書
の
主
た
る
特
徵
の
第一

点
を
、.
.三

章

.
四
章
で
第
一
一 

点
を
詳
細
に
究
明
レ
、
五
章
で
は
、
：こ
の
新
し
い
理
論
の
も
つ
そ
の
他
の
含
意 

に
つ
い
て
の
ベ
て
い
‘る
0

:

'

:

な
お
著
者
は
、
第
一
に
、
本
書
は
提
起
さ
れ
た
す
ベ
て
の
問
題
の
包
括
的
な 

研
究
を
行
な
う
よ
り
枕
、：
む
し
ろ
«

々
な
る
新
し
い
接
近
方
法
や
考
え
を
提
示

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
一
一
に
、
そ
の
分
析
は
、
時
間
を
通
じ
て
の
要
素
総
，

.量
と
一
人
当
り
所
得
と
の
継
続
的
変
化
を
追
究
す
る
こ
'>
が
で
含
、：

貿
易
に
よ 

っ
て
こ
れ
ら
が
ど
う

変
り
、
そ
れ
が
生
産
方
法
や
需
要
構
造
に
ど
ん
な
影
響
を 

も
た
ら
し
、
さ
ら
に
生
産
の
構
造
が
ど
.う
変
化
す
る
か
と
い
つ
た
貿
易
が
経
済 

変
化
の
過
程
を
ひ
ぎ
お
こ
し
、
ま
た
は
^
れ
に
影
響
を
与
え
、
逆
に
こ
の
変
化 

の
過
程
が
貿
易
の
.諸
条
件
を
変
動
さ
せ
る
貿
易
と
経
済
構
造
変
化
と
：‘の
相
互
関 

連
を
解
明
し
う
る
- ^
故
に
、
'本
書
の
題
目
た
る
.

『

貿
易
と
経
済
構
造
変
化
に
関 

す
る
一
試
論』

が
え
ら
ば
れ
た
と
し
て
い
.る
。

著
者
の
::
1
;ン
ダ
ー
は
、'
ス
ゥ
H

-丨
デ
ン
人
で
、
ス
ト
ッ
ク
：ホ
ル
ム
の
エ
シ
ス 

キ
>

ダ
銀
行
に
勤
め
る
：研
究
者
で
：あ
り
、：

本
書
は
最
近
'の
三
年
間
に
.か
.か
れ
.、

' 

キ
の
セ
ア
メ
リ
ヵ
で
研
究
を
行
な
い
、
：多
.く
の
著
名
な
学
者
達
と
論
議
を
；
 

重
ね
.て
構
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

：

,

-

.ン—

,

著
者
は
国
際
^
易
理
論
は
、
厚
生
现
論
•
国
際
貴
易
.と

経

亦

構

造

：
の

理

論

，
， 

国
際
収
支
理
論
.の
三
'つ
の
.別
の
し
か
も
相
互
.■に
.関

連

，
し

た

；
部

分

よ

，
り

な

：

.り
、
本
、
 

研
究
は
、
''
^

0 ,
厚
生
お
よ
び
構
造
面
を
と
り
扱
.う
ご
と
.を
明
示
す
る
。：.，
こ

の

：
面.
 

で

の
.こ

れ

迄

の

理

論

は

’

古

典

学

派

の

ア

ダ

ム

.

ス
•
ミ

ス

に

よ

；
っ
_
.
て

最

^

に
搭 

.
摘

さ

れ

た
'；
経
济
'の
成
長
.と
配
分
.
^
|
^
の
'
.改
善
.ど
い
^
>国
際
貿
易
/>
-.
.
.
0
.
の
.功
.
.
.
. 

果
の
，
ち
、
'成
廣
お
よ
び
停
揽
過
程
迄
及
梂
す
貧
易
の
.
影
響
を
完
乾
に
無
艘 

し
、
も
つ
•は
ら
貿
易
に
よ
：る
再
配
分
利
益
の
'み
に
集
中
し
て
分
析
が
行
な
わ
れ 

て
.き
^

:
こ

の

苒

配

分

ア

プ

.
ロ

:|
:
チ
：
に

：
よ

れ
:^
、
：
比

較

生

産

費

# .
理

：
に%'
と

づ 

い
て
自
由
質
展
が
行
な
わ
れ
、

ュ
ー
ト
ピ
：ア
.的
国
内
経
済
政
策
が
傲
証
さ
れ
て

い
れ
ば
、
生
産
と
消
費
の
再
配
分
に
よ
.っ
て
、
-パ
レ
ー
ト
厚
生
分
析
の
直
接
的 

適
応
で
あ
る
ミ
ー
ド
の
'.
V'
わ
ゆ
る
生
産
の
極
大
化
と
貿
易
の
最
適
化
と
が
達
成 

.さ
れ
、.
世
界
の
経
済
効
率
は
極
大
化
さ
れ
、
各
獨
は
貿
易
利
益
を
ぅ
け
る
。
し 

か
し
,*
近
：の
セ
力
V
,ド
べ
ス
ト
.理
論
に
よ
っ
て
.明
ら
か
.な
よ
ぅ
に
、：

も
し
も
限 

界
条
件
の
：
--
*
つ
が
滴
た
'さ
れ
な
け
れ
ば
'
他
の
条
件
の
達
成
は
望
ま
し
い
も
の 

で

は

：な

べ

な

る

。
；
暴

：漏

划

ば

”
と
.办

再

：
配

分

ァ

プ

ロ

ー

チ

は

、
' 他
の
よ
り 

.
決
定
的
な
問
題
.を
.犠
牲
に
し
た
：.

き
.す
ぎ
た
公
式
化
"
，で
あ
っ
C
、
成
長
能 

力

を

欠

き

再

配

分

能

力

を

：も

た

ぬ

.国
：
'々.で
ば
貿
易
利
益
を
過
大
評
価
し
，
再
配 

.
分
能
力
を
も
ち
経
済
成
長
.過
程
を
経
験
し
.つ
.つ
あ
る
国
々
，で
'は
、
.
過

小

評

価

し 

て
い
る
-：
0
し
た
が
っ
て
、
低
開
発
諸
国
と
成
長
諸
国
と
に
.ご
分
し
て
、
.貿
易
の 

影
響
下
に
お
げ
る
時
間
を
通
じ
て
©
経
済
変
化
の
；過
程
を
追
究
す
る
と
と
は
重 

要

で

あ

：り

、
.前
者

で

は

、_主
と
^
て
.貿
易

關

始-^
攪

乱

：に

よ.る
調
整
過
程
が
， 

後
者
で
^
む
.し
ろ
時
間
を
逋
じ
で
の
均
衡
.が
問
道
と
：な
る
。
..

.■
:
(1
)

::
低
開
発
諸
国(

以
後
&
諸
圉
と
略
記
す
る)

:

.
:

U
.国
味
、
再
配
分
能
力
：

(

と

く

：
に

生

産

の

；
再

配

分

：

> 

を
■欠
き
、」

，1
入

当

り

所
 

得
.が
生
存
水
準
に
あ
る
国
と
定
義
さ
れ
：て
い
：る
。::
.
.
.
ハ：丨
バ
ラ

h
が
指
摘
し
て
、’.
 

る
よ
ぅ
に
：

(

=
ぎ

e 

p
r
o
b
l
l

 in 

P
u
r
e

 

T
h
e
o
r
y

 

of 

In

s-n
l

p'tional 

T
r
a
d
e、

 

Economic: Journal, 

J
u
n
e

 

1950.)、

生
産
の
再
配
分
が
行
な
.わ
れ
な
く
と
も
' 

消
費
め
再
配
分
に
よ
.っ
：
て

、
：
：
生

産

要

素

価

格

が

伸

縮

性

を

も

ち

、
' 資
源
の
失
業 

を
生
.じ

:^
い
：
か.ぎ

，
り

、«'
^-
.的
に
は
：小
さ
い
げ
れ
.ど
も
、
貿
易
に
よ
る
再
配
分 

利
益
は
発
生
す
る
。
し
か
し
、
も
し
も
要
素
価
格
が
完
全
な
伸
縮
性
を
：も

た

ず. 

' (

U
諸
国
の
場
合
ぷ
要
素
偭
.格
は
生
存
水
_

^

.

.ざ
れ
て
.い
る
の
：で
そ
の
可
能
性 

/

は
大
で
あ
.る)

、.貿
易
.
.の
開
始
.に

よ

る

価

格

変

化

：
に

応

じ

て

輸

入

競

争

財

の

，商

格



j  

を

下

げ

え

な

い

•場
合
に
は
、
輸
入
競
争
部
門 

™ 

-

f

c要
素
の
失
業
を
生
じ
、
消
費
の
#
配
分
利
益
を

.
1 

失
を
結
.采
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
要
素
価
格 

,

^
 

.

が
生
存
水
準
以
下
に
觀
入
競
争
部
門
で
引
き
下
げ 

^
 

. 

•
ら
れ
た
場
合
に
も
、
要
.素
は
能
力
を
減
ぜ
し
め
ら 

Y

v

:
iy
e

.

れ
，
こ
の
部
門
は
漸
次
.に
除
去
さ
れ
、
逆
に
輸
出 

^

 
^

部
^

は
•質
易
に
よ
，り
%

利
な
影
響
を
ぅ
け
、

一
人

'

.

_';
-

'
' '
|:
;

;

'於

^̂;
:
:
;
^
^
^
^
^

一

'■

率
も
上
昇
し
ハ
こ
^
国
に
诂
め
る
輸
^

^

の̂
割
，

M
M-
-
--4

—

I

合
は
漸
次
増
大
す
る
。
.

:
ム
.
::
'

と
：の
0

諸
国
に
与
表
る
貧
易
.
^

ゐ
九
め
.に

著

者

は
.ォ
.ル
.ソ
.ン
と
：'ハ
.丨
，ゲ
ン
.
.
.
.

(

R
.
W
, 

."Nelson,

パA

 T
h
e
o
l
y
'
o
f

 

the 

L
c
f
L
e
v
e
l

 

Eq_uilib

3.tml 

T
r
a
p

 

in 

U
n
d
e
r
d
e
v
e
l
o
p
e
d 

countries、
A
m
e
r
-

 

ican 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
v
i
e
w
,

 

Dec. 

1
9
5
6

 ’a
n
d

 

E
'
K
'
H
a
g
e
n
,

 

" Population 

I

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

G
r
o
w
t
h
,
^
A
m
e
r
i
c
a
n

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

R
e
v
i
e
w
.

 

J
u
n
e

s
cn
s

に
よ
' ?

て

展
開
さ
れ
た
図
形
的
方
^

に
よ
っ
て
、
.モ
■デ
ル
を
.設
定
す
る
。
図
に
.お
い
て
、

横
軸
.は
ノ 

|人
当
り
所
1

す

-
|
^

)

、
，
癍

證::
;

'

:
5
^

•

-

 

- 

: 

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

:

.

•

:

,

-:-.

よ
び
総
所
得
の
変
化
率(

づ
::
:
|
|
-
^

)

を
と
：る
;°
>
曲
線
は
>
ル
サ
ス
流

の
も
の
で
、.
高
い
安
定
し
た
出
生
寧
と
所
得
_に
よ
'
っ̂

ひ
き
お
こ
ざ
れ
が
死
亡
.' 

率
の
変
化
と
の
関
係
を
示
し
、
1

人
当
り
所
得
水
準
抵
よ
び
所
得
分
配
の
状
態
_ 

に
侬
存
し
て
い
る

。

r
li
i
i線
と
横
軸
と
の
交
点
み
は
、
を
存
水
準
ヴ
ー
A

f

. 

.
 

.1: 0

四

三

0
〇)

で

:̂
る
。

.'
-
,
.
-:
1广

ん

哲

ケ

：
所
#,
:
ど「

総
所
得
の
^
^
率
'̂
ぬ
関
す
る
¥.函
数
は
い 

く
つ
で
も
存
在
し
ぅ
る
が
、
単
純
化
の
た
め
に
一
一つ
の
投
入
物
K
と
L

の
み
が 

存
在
し
、
L
は
.
Pの
一
定
割
合
、で
あ
，り
、規
模
に
関
す
る
収
獲
不
变
を
彼
定
し
、
. 

;

_版

数

が

：
决

め

ら

れ

れ

: 1
;;
実
際
：の「

V:
函
数
.の
：位
置
は
、
牿
定
の
貯
蓄
函
数
：と 

技

術

の

状

態

に

依

存

す

，
る

。

.我
.々

は
こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
、t

a
k
e
-
o
f
f

前
の 

_
:';
1
1層
澤
に
対
す
る
貿
易
の
影
響
を
分
：析
す
:^
.
?

:っ
.
.
.
て
い
る
.の
.で
、：
 

'両
者
の
：交
占
¥

•'
.安
定
的
低
既
得
.均
_衡
が
生
ず
.る
。：
ま
た
.
V

,

と
の
*
デ
ル
，を
種
'々

な
る
.仮
定
を
た
て
る
こ
と
'に
ょ
り
操
作
で
き

.る

.

.0
ま 

ず

ご

露

：̂
ょ
；̂
経

済

は

：
故

出

部

門

と

：
輸

入

競

.ぞ
部
：門
に
ニ
分
さ 

れ
、
両
者
■は
同
じ
大
き
さ
を
も
つ
。
⑵
企
業
家
の
欠
糾
や
労
働
移
動
へ
の
経
済 

通
文
化
的
障
！1
1
0̂.
連
由
^
:ょ
..り
生
*

の
再
配
分
能
ガ
..を
欠
.い
^
;い
る
.。
⑶
貿 

ー

憂

刖

、一：：

経

済

は

：
醫

数
^

動
ー
い
セ
：
い

妇

。

(4
)
輸
入
.競
争
部
門
ぼ
生
存
水
準
以
卩 

.の
賃
金
.で
.働
き
、
失
業
は
生
じ
な
い
。
⑸
外
国
企
業
家
•労
働
•
資
木
の
国
際
的
.

ハ
務
動
は
な
い
>

(6
)
曾
部
門
の
：

に
対
ず
る
需
要
は
完
全
に
_
カ
的
で
国

.
 

、雷

格

は

^ :
定
3
:で
い
.る
、
•©
諸
仮
贫
の
卞
で
V
'貿
易
、の
：開
始
.は
全
経
済
の

va 

菌
数
を
バ
輪
出
部
門
^
:お
け
る
貿
易
利
益
：の
結
果
と
：し
て
上
昇
せ
し
：め
ら
：れ
た 

•y
e
函
数
■と
、.
.輸
入
競
争
部
門
に
.本
け
る
：要
素
価
格
5|
-
き

下

げ

.
に

ょ

っ

て

低

下

せ
 

し
办
^.
れ
た
.

^

と̂£
:
:
|

分
し
、：

そ
れ
ぞ
^

の
部
門
は
^
y<
の

.
所

得

を

え
 

る
'。
.
^
!
^
の
再
、配
分
利
益
に
ょ
0
て
全
所
得
は
増
加
し
て
い
.：る
の
で
、

み
の
上 

昇
は
：ハ
の
.低
下
ょ
り
も
大
き
く
1;
'0
:

全
#'
と
し
て
.
.は

貿

易

利

益

を

え

?)
.
。

輸
 

A
競
争
部
門
.で
は
：
生
存
水
準
以
下
の
ぢ
の
た
め
に
労
働
.
.資
本
の
減
少
が
生： 

じ
、
反
対
に
輸
出
部
門
で
は
人
，ロ」

資
本
：の
増
加
が
生
じ
、
調
整
は
要
素
の
再

.配
分
に
よ
ら
：ず
し
て
要
素
量
の
変
化
に
.よ
り
.、
：
輸

入

競

争

部

門

は

漸

次

除

去

.
さ 

れ
、
.つ
い
に
は
.、

一
国
全
体
.の
.一
.人
当
り
所
得
は
^
に
達
す
る
こ
：と
に
な
る
。

さ
ら
に
仮
定
を
変
更
し
て
、
⑴
㈱
人
部
”
に
お
け
る
ぽ
㈱
な
殳
^
の
発
考 

,(2
)
各
部
門
内
に
競
争
カ
を
異
.に
す
る
種
々
な
る
産
業
の
存
在
、
⑶
通
増
費
用
.で 

増
大
さ
れ
輸
出
部
門
で
め
み
用
い
ら
れ
る
第
三
の
生
産
要
素
.
=土
地
，.の
導
入
、
 

⑷

第

三

の

生

鹿

部

門

と

し

て

，
の

農

業

生

存

部

門

.の
導
入
、
⑶
貧
易
前
す
ベ
て
の 

活
動
は
農
業
生
存
部
門
.で
行
な
わ
れ
、vent-for.surplus

型
の
未
利
用
資
源 

の
存
在
等
を
考
慮
す
る
と
と
，に
よ
り
、
_こ
，
の

モ

デ

ル

.の

分

析

を

深

化

さ

せ

て

い 

る

。

こ

め

，
モ
二
ア
ル
の
操
作
：に

よ

'っ
て
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
貿
易
の
開
始
ば
卩
諸
国
. 

に
と
っ
て
有
利
で
あ
^
か
ど
ぅ
か
を
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
0

_
で
、
た
と 

え
ば
、
⑶
め
ヶ
ー
ス
の
場
合
ー
人
当
り
所
得
水
準
は
減
少
し
ー
⑴
の
ヶ
ー
ス
ヤ 

は
初
期
に
低
下
し
後
に
上
昇
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
’
貧
易
は
玎
諸
国
に
と
っ 

て
、
利
益
へ
の
誘
因
で
あ
る
が
、
利
益
を
ぼ
^
す

る

も

の

で

は

あ

り

え

な

い

.。 

そ
の
上
、
国
際
価
格
の
：変
化
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
そ
の
変
化
は
新
し
い
貿
易 

_の
：開

始

を

意

味
.し
"
輪
出
部
門
の
生
産
物
に
対
す
る
.需
寒

の

増

如

上

供

給

の

.増 

加
と
の
：对
比
：.に
よ
り
そ
の
姉
格
の
動
き
が
決
定
ぶ
れ
，
需
要
を
大
幅
.に
；上
.回
る 

.供
給
：の
増
加
は
交
易
条
件
の
非
常
な
悪
化
を
も
.た
ら
し
、
バV

ゥ
テ
ィ
め
.い
ぅ
. 

窮
乏
化
成
長
‘に
陥
る
霞
性
も
あ
り
、
:'
'再
配

分

能

カ

を

焚

ぐ

：；：

3諸
国

に
.と
ら
\て
_

は
、
い
わ
ゆ
る
プ
レ
ビ
ッ
ツ
ユ:•
シ
ン
ガ
I 

ミ
ル
ダ
i
»
ル
.の
命

題(

自
由
貴
.

.:#
は
低
開
発
諸
国
に
；不
利
な
.影
響
を
与
え
る)

.
も
ま
た
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な

へ
る
。
:-
.
.
. 

•

ぺ
碑
：成
長
 

ハ

.:

一
 

：

. 

：
.
，

：

:
■
■.
,

成

長

国

と

：
は

、
：

.再

配

分̂

R

を

も
^

人n
;

の

増

加

よb
%-
急

：

M

に

物

的

資

.■源
を
蓄
積
し
'、

一
人
当
り
所
得
水
準
の
上
昇
に
反
映
さ
れ
る
^
^
成
長
の
過
程 

を
絳
過
し
づ
ら
あ
る
国
で
あ
る
广
む
諸
国
と
は
逆
に
、
成
長
諸
国
で
は
従
来
の 

'理
論
は
貿
易
利
益
：を
過
小
評
価
し
、'
.貴
易
の
成
長
過
程
：に
与
え
.る
影
響
を
全
く 

鏡
し
で
い
ハ
る
。
：
■'
■

し
た
が
っ
.て
、
.貧
易
の
、成
長
過
程
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
：に
よ
っ 

.

.

.
_
て
.、
1.'成
長
'国
.に
お
け
！る
-

ア
ヾ
ゥ
'タ

舞
キ
ィ
^

‘で
■の
.
.成
長
経
路
と
.貿
易
下
の
成
長
経 

路
'と
に
は
大
き
な
差
異
を
生
ず
る
。
こ
こ
で
.の
1

ア
ル
は
以
卞
の
仮
定
に
も
と 

づ
い
て
、
両
者
間
の
.差

異

を

究

，
明

す

る

と

.と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
仮
定
は
、

■
(1
)

人
：ロ
成
長
率
は
ゼ
ロ
、
⑵
貯
蓄
率
はI

定
、
⑶
総
矹
#
と
実
質
資
ホ
ス
ト
ッ 

ク

(

K)

と

め

間

：に
.：

I

定
：の
関
係
の
存
在
、

⑷
経
済
ば
利
潤
機
会
に
反
応
し
、

.
再
配
分
は
瞬
間
的
.に
行
な
お
れ
る
.こ
，と
，
(5
)
限
界
i

件
は
満
た
さ
れ
、
伝
統 

的
貿
易
利
益
分
析
に
も
と
づ
く
刹
益
を
生
ず
る
.こ
と
、
(6
)
交
易
条
件
は
変
化
せ 

.ず
、
貧
易
収
支
.は

均

衡

.1
>
て
い
>̂
.こ
と
.、
で
あ
る
。

'

.

ま
ず
；.ア
ゥ
'タ

ル

キ

，
ィ

成

長

.経
路
.は
、
次
の
方
程
式
.に
よ
0
て
.示
さ
れ
る
。

 ̂

-
 

s
.
-

.

、
Yr.
t
期
の
ア
ゥ
..タ
ル
キ
ィ下の
'総
所
得
、.r” 
：期
間
当
り
の
>

の
成
長
率
、
 

•n:

期
間
数
,
^

.

t期
：に

貧'易
、が
.開
始
さ
れ
た
：と
す
る
と
、
：
ま
ず
再
配
分
利
益
■を
生

ず

る

。
.
そ 

: .

の
#
@2
分
利
益
を
¥
:の
.
1
;
定

割

合

：
>(

6)

:で
あ
る
と
し
、
1̂

率
が
貿
易
に
よ 

っ
そ
影
響
れ
な
け
れ
ば
ノ
貧
易
チ
の
成
長
経
路
ほ
'
'

s
 

+ 

p 

+ 

0
-

■

b
:か
し
貿
易
ゆ
再
配
分
利
益
を
発
生
さ
也
る
だ
け
'で
は
な
く
、
成
長
率
そ
の 

も
.の
に
も
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
に
影
響
す
る
要
因
に
は
次
の
三
つ
が
あ
る
。



:
」

⑴
苒
E
分
利
益
：に
^
る
資
本
蓄
積
の
.增
如
は
、，.収
穫
通
減
に
よ
タ
て
同
率
め.一
. 

所
得
糟
_
を

;%
た
.ら

す

之

；
は

：
ー

般

に

考

.え
ら
れ
ず
、
.実
際
0
成
.長
率
は
、
両

極
: 

端
の
ヶ
ー
ス
た
る
、
同
率
の
所
得
増
加
を
生
ぜ
し
め
る
成
長
率
r
と
何
等
O'
所

、
 

'，
得

増

加

を

も

た

ち

.さ

.ぬ
，
成

長

率
-
^
-
^
:
と
の
.間
に
，あ
る
と
思
わ
：れ
る
。
⑵
貿

易.

 

の
開
始
に
よ
.り
：成
.長
経

済

の

：
附

加

資

源

の

：
よ

：
り

#
効
な
配
分
が
.幾
続
的
に
行
な
' 

.わ
れ
る
と
.い
.ぅ

経

常.配
分
利
益
が
：考
え
ら
：れ
、,:
'
'こ
：0
利
益
が
¥-
の
増
分
のV

定 

割
合
で
あ
る
：と
す
れ
ば:'
愛

率

はr
.(l+c)

と
：な
ろ
チ
。
：
こ
の
 
一i

つ
の
"要
因 

を
綜
合
す
れ
ば
、
成
長
率
は
員
も

不
利
な
^

^

^

^

.ミr
、

最
も
有
利
な 

場

合
r
p;+
c)

.で
あ
り
：,
貿
易
下
の
成
長
経
路
は
最
も
有
利
な
場
合
、

.

:(3 )： 

Y
*
l
=
Y
r
p

十 
c

)

'

3

f' .

と
な
る
。
実
際
の
成
長
率
は.す
と
4

P
+
。

)
と
.の
.間
：
に
.
存

す

る

が

：
、

⑶

貿

易

に

，
. 

よ
っ
て
技
術
進
歩
が
促
進̂
れ
れ
ば、：，

成
長
率
ぱ
大
と
な
ゥ
、-.
:方
程
式
(3
)
.に
.近

..

づ

く
.:
0
:ま
た
こ
の
方
程
$

ヵ
ッ
'セ
.ル
':
'
ハ
ロ
へ
ッ
：
ド

」

'ゼ
~

に
書
き
換
え
^
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ン
き
ち
に
著
者
は
、

，

こ
‘の

成

長

方

程

式

：を

、
'■ 

図
形
的
に
表
示
.し
、;
質
易
開
始
曲
線(openiog-up. locus)

ぺ

と

貿

：易

停
£
曲

線\ 

(

c
l
o
s
-B
*
s
o
w
n
,
f
g

)

：rと
い
ぅ
概
念
を
導
入
し
て
、

：

貿
易
の
：経
済
成
長
に
対V
 

-
T 

.
も

：
つ
意
味
を
よ
一
り

'明
確
化
-.
L
て
い
る
。
.貴
# ,
利
益
は
成
長
国
に
お
い
て
は
従：

, 

来
の
再
配
分
利
益
上.り
も
大
き
く
、.：，そ
'の
：定
義
と
し
.て
最
4
適
当
な
の
は
、
；
現 

在
価
値
に
割
引
き
さ
れ
た.現
在
'.
::

過4K'V

将
来
の
.貿
易
下
：と
'ア
ゥ
タ
ル
キ
ィ
下 

の
所
得
差
の
合
計
で
あ
：る
と
し
、
.さ
.ら
に
、

限
界
的
な
不
均
等

(

例
え
ば
産
業
. 

間
の
賃
金
格
差)

の
存
在
す
る
場
合
、：
.
.再
配
分
損
失
と
撻
常
配.分

損

失

，
を

生

ぜ 

し
：め
成
長
の
障
害
と
な
名
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
,'
'ま
.た
幼
稚
產
業
保
護
論
も'.
こ
-
:
' 

ぃ
の'モ
：ザ
：ル
に.ぉ
.ぃ

て

«

.

保

護

に

ょ

る

两

配

分

利

益

と

成

長

率

ゼ

め

低

下

の

損

-

^
 

•

失

を

：
、
：
：
投

資

機

会

資

本

の

；
限

界

劾

*
へ
の
.保
護
の
有
利
な
効
.果
が
上
回
る
場
合 

に
の
み
.是
認
さ
れ
る
こ
と.に
な
る
。

：
'

,

.

.r- 

......
 

-
 
;
 

.... 

V 

-
 

'

へ

以
-£
:
;の
.論
究
力
.
.
■'主
.と
し
.て
従
来
の
再
配
分
.ァ
フ
ロ
ー
チ
す
な
わ
ち
質
易
の 

厚
生
分
析
.の
：
再

検

討

に

.向

げ

ら

れ

て

い

た

と

.す

れ

ば

、

本

書

の

第

一

：
一

の

特

徴

た

.

. 

る

；
へ

敦

ャ|

:
オ

リ

ー

シ'定
理
.の
批
判
と
新
し
い
展
開
は
：、
主
と
し
て
西
配 

分
モ
デ
'ル
の
体
系
内
で
め
貿
易
の
構
造
分
析
：に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
貿
易
に 

よ
る
全
体
的
な
変
化
は
上
述
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
さ 

:

ら
に
進
ん
で
.、
.貿
易
が
生
産
の
構
成.に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
、い
か
な
る
要
因 

が
国
際
的
.
地
域
的
特
化
の
。ハ

..

タ
：
彳

：
ン

を

决

定

し

、

さ

ち

に

生

產

罾

_

の

供

給 

に
^
ぅ
影
響
し
、
要
素
価
格
：は
ど
ぅ
変
化
し
、
各
国
内
の
所
得
分
配
は
ど
ぅ
な
， 

'る
か(

を
究
明
す
る
。

入
'ハ

.
'■
:
:こ.れ
ら
.の
諸
處
を
統「

ー
的
^
解
明
で
き
る
理
：論
と
し
て
へ.ク
シ
ャ
ー
•
オ
リ 

.丨
ン
笼
理
が
.あ
り
、
そ
の
内
容
は

1

一--
-
:つ
の
命
題
よ
り
な‘：
る

。

第

一

命

題

は

^
^
^
^
^
相 

対
的
な
生
産
要
素
賦
存
置

Q

国
際
的
羞
異
に
貿
易
の

t

決
定
因
.

(

比
較
生
産
費
の 

決
定
因)

.を
'4
>
.と
め
る
も
の
，.で
あ
り
、
ぺ
第

】：

一
命
題
は
、：：

い
わ
ゆ
る
生
産
要
素_ 

格
均
等
化
命
題
で
：あ.り
.、::
;:さ
ち
.に
第
三
：命
題
た
る..ス
ト
ル
.。ハ；
丨
“
サ
ミ
ュ
：
エ
ル 

ソ

ン

，
の

定

理

は
.'
'
一：
国
内
の
所
得
分
配
に
対
す
：る
實
易
の
：効
果
に
関
し
て

:'
_

*:
貿
晷
は：

一1

生

産

講

：の
*デ

： .

ル
；で
，：
不
可
避
的
に
#
^
な
生
産
要
素
に
相
対 

.的
：に
-%
絶
対
的
に
も
損
失
を
与
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こQ

定
理
を
め 

♦

っ
て
、'
:
:
とV

に

，
一
，
九

四
.7
\

年
以
降
多
く
の
論
議
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
：前
提
と 

す
る
仮
定
の
制
約
性
の
ー
故
に
、
そ
：'の
.
.意
義
に
関
し
'て
多
く
の
疑
問
が
.提
出
さ
れ 

:て
き
た
.
.が
、.
'本
薯
歧
-
の
ト
2
:0
新

し

ぃ

澥

明

^

今

.
ま
ず
、
' 

こ
の
定
理
，の
_
,
1
:
_命

題

は
;;
'

ー
べ
次
品
質
舉
に
; ^

の
，
比

較

優

位

の

：
説

明

原

观

^
は
な
り
え
な
い
：'こ
^;
令
生
張
す
:̂
>

^
:.
1
1者
^)

^

合

、':
'
貧

易

パ.タ

ー

ン

，
：
は

、
ャ

土

地

.ま

た

は

：
天

然
¥

賦

存

：
の

湘
#

^
羞
異
拉
^

5

^
 

て
決
定
さ
れ
名
。
後

者

の

勝

.#
に

饮

::
.
.
:
'
要

康

賦

存

：
此
^

は

重

要

性

を
^

た

ず

、
：.

'一：

国
が
比
较
優
位
を
ぅ
る^-
め
，
の

必

要

条

件

4
し
:̂
国
内
需
要
を
重
视;'
1.
、
..一' 

国
は
、
国
内
市
場
で
需
要
さ
れ
な
い
財
か
生
產
!-
は
比
^
優
位
々
%
ち
え 

こ
と
を
主
張
す
る
。.こ
の
国
内
需
要
の
露
視
は
广
夜
面re
.は
.生

産

函

数

め
:^
国 

.間
に
：ぉ
げ
る
差
興
の
独
調
で
反̂
、
_.国
妁
で
需
要
さ
れ̂

財
の
：生
產
函
数
が
相: 

.対
的
.に
.最
.も

有

利

で

あ

：
る

.と
；
す

る

：
。
-
Lた
.
#
.マ
て
，'-
-濟
在
的
輸
出
の
.範
.爾
は
国
. 

内
需
要
に
よ
っ
て
袂
定
さ
れ
、一
と
く
に
.そ
：
の

国

の

：
代

表

的

需

：翦

(
r
e
p
r
e
i
t
a
t

.3-
:

バ
H

 

.
把
る
財
に
沘
較
優
位
を
も.つ
之
思
わ
れ
る.。
へ
そ
の
理
由
は
、
稂
沐
的
：

. 

'に
'は
国
内
市
場
に
比
較.し
：て
外
国
市
場
に
未
知
戌
あ
る
か
ら̂
あ
^
;
で
は
ど 

の
：国
々
の
間
で
質
易
が
最
も
集
中
的
に
行
_な
わ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
か

:°
集
中
的
め 

意
味
は
単
な
る
：貿
易
量.：で
は
な
く
て
、.各
国
の
''®
:民
総
生
.産

(

G
-N
P 

,
V
:K 

ル
.当
り
ど
れ
だ
げ
を
世
界
の
他
の
国
々
：：か
ら
輸
入
す
る
'か
に
よ
0
て
判
断
さ
れ， 

る
。
僧
在
的
に
は
、.
1
1国
の
濡
要
構
造
が
類
似
す
水
梂
す
飞
龙
け
パ
賓
易
が
集 

中
的
に
行
な
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ"
需
要
構
造
は
%
国
の
：平
均
所
得
水
準
，

(

ふ
：： 

人
当
り
：所
得
水
準

)

〃
に
よ.っ
て
主
と
し
て
，決
定
さ
れ
る̂
す

れ
';
^

，
' 

;

ブ
人
当
り
所| 

得

の

同
--
*
:の
国
,
の
間
で
貧
易
が
最
本
集
中
的
に
な
さ
れ
る
セ
ま
に
な
り
ノ
へ 

。
ク
シ
吵
|
,
.オ
リ

ー

ン

；
定
1|
^
は
全
く
対
立
す
る
。:.
/
ー
.人
当
^
所
得
と
需
要
さ
フ 

れ
る
消
費
財
お
.よ

び

資

本

財

の

タ

ィ

ブ

，
と

の

.間
に
は
密
接
な
関
係
が
存
在
し、
' 

財
を
厳
密
な
質
的
特
殊
性
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
：
所
得
の
わ
ず
か
な
変
化
に

. 

よ
っ
て
儒
要
さ
れ>9

財
は
大
幅
に
変
動
す
る
。：

n
.

次
品
の
：場
合
問
題
：妹

な

：い

書 

‘'.
評 

：
.'•
■.
.

が
.、
製
造
品
の
：湯
合
実
際
に
貿
易
を.生
ぜ
.し
め
名
要
';
@
は
何
で
ぁ
ろ
ぅ
か
。
生 

要
が
要
因
.は
、ハ
非t

u

暧
^-
允
橛
念
ヤ
ぁ
る
代
表
的
需
要
セ
ぁ:^
:需
要
が
ォ
；

.'丨..一

Tv

ッ
プ
す
る
範
_
内

.に
'

.̂

ぃ
.て
' 
独
占
的
競
争
.

原
料
の
；炉
給
状1 >
,,_技 

術
的
優
越
性
，
：柽
営
技
術
、
，規
摸
の.経
済
性
.、
さ
ら
に
ぽ
要
潔
賦
存
比
率
や
距 

.離
要
因
1輸
送
;8
、：

人
為
的
資
易
障
害
、
そ
の
他
種
々
な
る
政
治
的
文
化
的
類 

'似
性
等
^
ょ
へ
：？
^
も

^

' 

:
£
.
の

点

本

書

：
の

分

析

は

全

-;
<
不
十
分
で
、
 

現
実
_の
：質
易
特
^-
の
：決
定
因
を
明
確
片^'
明
し
克
'^
'

し
^
が
つ
て
現
実
の 

製
造
品
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
を
予
測
す,^
こ
と
は
.不
可
能
で
、
む

し

ろ

一

た

ん

特，
 

化

の

、
ハ
：
タ
：

—
x

が

決

定

：さ
：

^'
-た
.場
合
：
そ
：の
安
定
性'と
変
化
と
が
予
想
さ
れ
る' 

に
す
ぎ
.な
い
。

.:
，.付
論
で
、,'
,著
者
：は一；':

久
当
カ
所
得
，の
：類
似
す
る
国
々
で
：貿
易
が
も
つ

と

も

集

. 

中
的
に
行
な
わ
れ
る
と
い
ぅ
仮
^

の
実
証
化
を
試
み
て
い
る
が
、
十
分
に
検
証 

わ
る
こ
と
：は
出
来
ず
、，
：た

だ
検

數

た
あ

：の
方
法
を
示
す
に
と
ど
ま
力
、
今
後

.

パ 

の
計
量
経
済
学
的
な
分
析
が
成
果
に
期
待
を
ょ
せ
弋
少
る
。

パ
て
'0
-

定
理
の
第
' -
*

:

命
題
の〖

妥
当
性
を
製
造
品
に
0:
い
て
否
定
1
た
以
上
'
当 

然
国
際
的
众
要
素
価
板
の
狗
等
化
も
ま
た
反
論
さ
’

れ
る
：こ
，と
に
な
る
。

一
次
品 

の
'

場
奁
、

-:
/

こ
の
定
理
は
.

保
持
さ
.

れ
る
.

の

で
-'
質

易

障

害

規

模

の

瘙

済

性

等

が

存

，

:

在
せ
ず
、.

v

資

本

労

働

の

藤

存

比

率

が

同

，
一
：
の

国

々

*
は
、
一
地
代
ゆ
完
全
な
均
等
：
.

.'
化
が
.生
ず
る
;:
0
:製
造
品
め
瘍
合
、,;
国
際
間
で
生
產
函
数
が
相
違
し
"
ま
た
財
の 

.

要
素
集
約
性
の
逆
転
が
生
ず
石̂
で
財
の
要
素
集
約
性
を
ー
義
的
に
決
定
し
え

： 

f

>
労

働

，
資
本
の.価
格
の
均
等
化
は
生
じ
な
第
三
命
題
に
対
し
て
も
、

:

.
製
造
品
實
易
は
、6

所
得
に
.占
&
:
:
る
；労
働
\
資
本
の
割
合
を
変
化
ざ
せ
る
と
は 

.

.思
ゎ
れ
^

-'
総
所
得
は
再
配
分
の
結
果
上
昇
す
る
の'
 
で
、
両

要

素

め

絶

対

的

報.

'

-
--
。
七 

2
Q
1

一

一)

:



.

:
&毖

_

る

涯

_

_

，

■

蒙

_

源
_

利

妬

鬣

響

_

'

が
"
貿
易
に
よ
る
再
配
分
利
益
の
み
で
な
く
成
長
を
促
進
さ
せ
る
効
果
を
も
考 

虛
に
入
れ
る
な
ら
ば
.

、
長
期
的
に
み
て
、
‘

再
配
分
に
よ
る
不
利
益
は
、
他
の
，資 

源
量
増
大
の
利
益
に
よ
っ
.

て
相
殺
さ
水
.

て
余
り
が
あ
ろ
ぅ
。.

さ
ら
に
！

i
,

剛
の 

所
得
分
配
の
問
題
と
し
て
、
国
際
的
所
得
不
和
务
か
趣
命
钇
展
開
し
て
い
る
。■ 

と
れ
は
、
，u

,

諸
.

国
と
成
長
諸
国
と
で
は
質
易
.

に
よ
る
利
益
が
大
い
に
相
遠
し
、
 

ア
ゥ
タ
ル
キ
ィ
下
よ
り
も
貿
- ^

下
に
お
い
て
、
U

諸
国
と
.成
長
諸
国
と
の
間
の 

1

人
当
り
ぎ
得
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
増
大
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
注
目
に 

.
'

、
値
す

.

.■る
* 

.

. 'へ.':-
;;:

 

ハ'
:'.
.

-.
.

最

後
it
-
'.-
.
:
:
.
生
産
^

関
す
る
ど
办
理
論
^
種
々
'な
る
：含
霧
を
©
一：ベ
弋
 ̂

.； 

る
が
、
と
く
に
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
成
長
諸
国
間
で
行
な
わ
れ
る
成
長
. 

の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
A

,
検
討
で
あ
り
、
他
の
諸
国
よ
り
も
急
速
に
成
長
し
つ
つ 

あ

るa
c
t
i
n
g

国
と
他
の
諸
国
に
追
い
つ
か
れ
と
り
残
さ
れ
て
い
く r

e
a
c
t
i
n
g

 

国
の
織
り
な
す
作
用
.
反
作
用
に
よ
っ

て
、
現
庚
の
世
界
貿
易
関
係
の
発
展
が 

.-
巧
' #
に
説
.明
$
れ
で
ま
た
い
あ
ゆ
る
ゾ
:̂
:
;-
.
;
.ル
ト
法
則
：、=
^ :
国
«:
;
'易
め
重
要
^
 

. 

通
減
の
法
則
に
対
し
•て
も
、
大
き
な
疑
問
を
理
論
*
現
実
の
}!:面
か
ら
投
げ
か 

け
て
い
る
、

.

H D

.

C

 

:
 

.

.

.

:

以
上
検
討
丄
た
よ
ぅ
犯
、.

本

書

は

：伝

疏

的

な

貿

易

理

論

に

，対

す

る

理

論

的

現
 

,

実

的

批

判.

か

ら

出

発

ち

，
て

：
、

:'

新
し
い
モ
デ
ル
を
構
成
し
、
理
論
の
.

現
代
化
を
目
' 

指
し
た1

.

つ
，
の

試

み

で

あ

り

、

.

と
.

く

に.

貴

易

：モ

デ

ル

の

，

11
諸
国
と
* -

長
諸

国

へ

.
 

の
ニ
分
、」

そ
れ
に
ょ
る
'

貧

易

0
苒
配
分
効
果
と
成
長
効
果
^

の
.

統
|
的
な
把

握
、
さ
6-
に
は
ハ
ク

シ

ャ

I
 

.

オ
.リ
I

ン
定
理
の
批
判
と
し
て
の
需
要
の
重
視
. 

.

(

そ

の

結

果

と

し

て

の

生

産

函

数

，
の

‘差
異
の
重
視)

は
、
重
要
で
あ
る
。

.

し
か
'

し
著
者
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
新
し
い
考
え
や
分
析
方
^
を
指 

一: ^
: ^

ハ：敦

多
;-
<

;

:の
*

意
義
^ ;

ー
ポ
唆
-

与
^

て
- <
-

れ
る
^ :

1>
^ .

怒
铳
.

ー
；
的
な
理
い 

論
体
系
と
は
な
っ
て
い
ず
、
多
く
の
問
題
や
疑
別
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
.
に
、
苒
配
分
能
力
の
有
無
に
よ
っ
て
二
つ
の
モ
'デ
ル
に
分
離
し
て 

い
る
が
、
こ
の
ニ
つ
の
モ
デ
ル
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
の
：̂
祈
が
' 

'な
令
^

て
い̂
な
ぬ
ニ
方
れ
換
克
れ
.ば
、
^
諸
国
と
敗
長
諸
国
と
紀
対
す
る
貧
务
 ̂

の
.影
響
は
理
解
さ
れ
.
.て
も
：u
.^'
国
が
貿
易
下
に
.お
い
て
«

n
けg
^
g
l
。
^
.
か
状 

態
か
ら
い
か
に
し
てt

a
k
e
-
o
f
f

を
行
な
い
、
成
長
諸
国
へ
発
展
.し
：て
い
く
が
に 

は
殆
ん
ど
関
心
.が
払
わ
れ
ず
、
こ
の
点
め
統
一
的
把
握
が
で
き
な
.い
。
ま
た
、;' 

U
諸
国
の
モ
デ
ル
-に
お
い
て
、
実
際
に
意
味
を
も
つ
の
は
、
貿
易
に
.よ
>

て
輪 

ヘ
出
激
門
^
輸
入
鏡
争
部
門
と
S

一
分
さ
れ
^
ヶ
ー
ス
よ
り
%'
、
：，
貴

易

前

に

.は

農
 

業
生
存
部
門
だ
.け
で
、
未
利
用
資
源{venrfor-surplus.

型)

が
存
在
ず
る
と
，、

V. 

う
第
五
の
ヶ
ー
ス
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
輸
入
競
净
部
門
が 

'U
諸
国
の
場
合
実
際
.に

存

在

し

う

る

，
の

-か

、
、
：
さ

；
ら

に

は

' ヌ

ル
ク

ー

セ

の

ぃ

.
ぅ

既

存
 

の
.比
較
優
位
と
；限
界
的
比
較
優
位
と
を
区
別
し
て
.考
慮
す
る
：こ
：と
に
よ
'っ
て
、

こ
の
.部
門
が
完
全
に
除
去
さ
れ
て
し
ま
う
か
ど
う
か
に
も
疑
問
が
あ
る
。
先
進 

国
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
.再
配
分
利
益
お
よ
び
成
長
率
へ
の
影
響
に
関
し
て
も 

っ
と
.
.誑
細
；な
^.
的
^
析
が
抒
な
わ
れ
る
必
荽
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
ら
て
特
化
部 

門
.の
如
何
そ
の
他
に
'よ
0
,て

、
：
各

国

の

成

長

：
に

差

異

が

%
た

ら

さ

れ

る

こ

_
と

が
 

分
析
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
_ 

■

第
；

N

の
：偫
徵
た
.る
へ
ク
シ
ヤ

I

.

•
.オ
リ
I'V

定
理
の
批
判
に
関
し
て
は
、.

第

一
：の
理
論
展
開
に
比
べ
.て
究
明
が
不
十
分
.で
：あ
：る
。
ー
こ
の
定
理
が
反
省
^
れ
ね
■ 

ば
：な
ら
な
い
こ
と
に
ば
意
見
の
一
致
を
み
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
方
向
に
発
展
.
. 

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
.
.に
は
意
見
が
分
か
ホ
、
目
下
大
い
.に
論
議
が
な
さ
れ
，

て 

お
り
、
最
近
の
新
し
い
国
際
分
業
原
衝
'の
主
張
.に
も
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ 

る
。
本
書
に
お
い
て
は
>
:'
:
.製

造

：
乱

の

：
場

合

、
，

_

内
濡
要
が
決
定
的
な
重
要
性
を
. 

も
っ
て
い
る
：。
勿
論
需
要
ゼ
強
調
す
る
こ
と
は
正
し
い
が
、

問
: ^
は
"

需
要構

：： 

造
の
差
M
が
い
か
に
し
で
箸
者
の
主
張
す
る
生
產
函
数
の
ー
差
^
を
_生
ぜ
^
.め
：
”

. 

比
較
優
^

を
発
生
さ
C
 

.
現
！
<
の
貿
易
の
決
定
.因
と
；な
る
か
の
分
祈
が
十
分
;? 

行
な
わ
^
て
い
な
.い
と
.
.と
.
.で
あ
.る
。
.と
く
に
.質
易
が
.最
も
集
中
的
-に
な
さ
れ
る
. 

.は
ず
の
同〗

'一
；
，
ゆ

需

要

構

造

を

も

o'
国

々
；
：
の
.現

実
0
賢

易

：
の
：
漱

定

因

と

1,
て
種
 々

雑
多
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

一
義
的
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
■は 

需
要
を
既
得
面
の
^

1
方

と

.̂
:
^:
:て
'
価
衝
刺
の
考
察
を
顏
:'
^
ズ

お

戈

4 

た
生
產
要
素
の
.と
ら
.え
.方
に
も
疑
問
が
：あ
*る
0 

.'■
>
-

」
の
：：

定

理

の.も「

つ
，従
来
の
財
の， 

レ
べ
ル
か
ら
生
産
要
素
の
レ
ベ
ル
へ
の
分
析
の
深
化
•と
い
っ
た
意
義
を
い
か

し
，
需
要
面
を
考
慮
:1
,
つ
つ
、.
要
素
の
自
然
的
，
人
工
的
特
殊
性(

と
く
に
最 

適
規
模
設
_
の
'重
視)

に
着
目
し
て
究
明
を
行
な
ぅ
こ
と
に
、'
こ
の
定
理
の1 

.つ
の
発
展
の
方
向
が
&
る
ょ
，
に
思
わ
れ
る
。

：

:1
'-,

最

後

に
-;
>

第
ー
：：の

苒

配

分

ァ

プ
^

丨
：
チ
へ
の
反
省
と
し
て
の
む
.諸
国
と
成
長 

諸

国

：ベ
の
：モ
ザ
，ル
：
の

：二

分

と

.、
：第1

1

の
'

へ
ク
シ.
ャ
l

i

 

判

、
i t
.し
い
理
論
め'提：一

謂
七̂

本
ぅ
関
速'し
、

両

者

：の 

:

■•

的

に

！
^
握

出

来

ふ

か

否

か

の

検

討

ト

必

要

ヤ

ぁ

ふ

彳

；

■

'

:

'

と

％

あ

：
れ

、

:.
現
在
、.
.：新
1
:い
国
際
蒼
理
論
の
設
*

ゆ
^
 

は
こ
ひ
点
に
関
し
て
、
正
し
'い
：
方

向

づ
.け
や
新
し
“
数
々
：の
指
摘
を
- #
え
：
先 

.へ駆：

蒙
的
な
！

^

ザ
大
い
に
注
目
さ
れ
る
*

-れ
を
ど：

の
ょ
ぅ
な
理
論
体
系 

に
4-
と
め
，あ
げ
る
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

へ
ク
シ
ャ
ー

•
オ
リ
I 

ン
を
生
ん
だ
ス
ゥ

H

丨

デ
ン
が

.、
こ
.の
理
論
の
転
換
点
に
お
い
て
、
こ
の
定
理 

の
批
判
と
新
し
い
理
論
展
開
^;
行
な
.：
？

た

沐

書

を

生

.^
だ
^
と
、
は

、

非

.常

に

興
 

味
深
い
。


